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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
定
義
な
ど
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

現
行
法
令
上
、
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
を
定
義
し
て
い
る
規
定
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
各
規
定
の
ほ
か
、
国
会
議
事
堂
、
内
閣

総
理
大
臣
官
邸
そ
の
他
の
国
の
重
要
な
施
設
等
、
外
国
公
館
等
及
び
原
子
力
事
業
所
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型
無

人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
九
号
）
第
六
条
第
一
項
が
あ
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
政
府
と
し
て
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
定
義
に
関
す
る
統
一
し
た
定
義
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が

必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
と
は
、
一
般
に
は
、
特
定
の
主
義
主
張
に
基
づ
き
、
国
家
等
に
そ
の
受
入

れ
等
を
強
要
し
、
又
は
社
会
に
恐
怖
等
を
与
え
る
目
的
で
行
わ
れ
る
人
の
殺
傷
行
為
等
を
い
う
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
に
、
法
令
の
定
義
規
定
は
、
定
義
さ
れ
る
用
語
を
当
該
法
令
の
規
定
に
お
い
て
用
い
る
場
合
に
お
け
る
特
定

の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
法
令
の
趣
旨
、
目
的
等
に
よ
り
、
同
一
の
用
語
に
つ
い
て
法
令
ご
と
に
異
な
る

定
義
が
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
の
金
田
法
務
大
臣
の
答
弁
は
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
法
令
上
の
定
義
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
一
般

的
な
意
味
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

二


